
養護者による高齢者虐待対応の対応手順（フロー図１／２）（旧） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【虐待対応以外の支援】 

・権利擁護対応 

・包括的・継続的ケア 

 マネジメント支援 

・情報提供・助言 

・他機関への取次・ 

あっせん等 

高齢者、養護者、 

親族、近隣住民 

関係機関（警察、ケアマネ、介護保険事業所、医療機

関、民生委員等） 

相
談 

通
報 

届
出 

市・地域包括支援センターにて受理（受付記録の作成） 

【相談・通報・届出を受けてから原則 48 時間以内に事実確認】32 頁 
○事実確認（事実確認の方法と役割分担を行い、複数職員で対応） 

○情報収集（利用者基本情報や要支援者情報シートを活用し、必要な情報収 

集を行う） 

○事実確認による情報をもとに、高齢者虐待リスクアセスメントシート記入 

※介入拒否時の対応については、43 頁参照 

【緊急性が高い】34 頁 
リスクアセスメントシートが

レベルＡ及びレベルＢの場合 

【緊急性が低い】34 頁 
リスクアセスメントシート

がレベルＣの場合 

【コアメンバー会議】45 頁 

（対応方針の決定） 

・事実確認の結果をもとに 

した情報の整理 

・高齢者虐待の有無 

・緊急性の判断 

・対応方針の検討 

・立入調査の要否の判断及び実 

施方法 

・分離の必要性及び措置の要否 

・関係機関の役割分担 

状況に応じ、適切なものを選択して介入 

【立入調査】48 頁 

【高齢者の保護】53 頁 

【やむを得ない事由による措置】55 頁 

【成年後見制度の市長申立】61 頁 

【個別ケース会議】 
（対応方針の決定） 

・事実確認の結果をもとにし 

た情報の整理 

・高齢者虐待の有無 

・対応方針の検討 

・介護保険サービスの活用

（ケアプランの見直し） 

・関係機関の役割分担 

・支援計画（要支援者情報シ 

ート作成） 

対応方針に沿った対応の実施 

高齢者の安全確保 
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【定義に当てはまらない】 

【虐待や権利侵害の事実なし】 
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養護者による高齢者虐待対応の対応手順（フロー図２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

対応方針に沿った対応の実施 

高齢者の安全確保 
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65 

頁 

【対応の実施状況及び虐待が解消したかどうかの確認】 
（モニタリング） 

・対応の実施状況確認（市・包括・関係機関での対応状況） 

・虐待の状況と高齢者や養護者の意向や状況 

・養護者支援の必要性 

・対応の終結／対応の継続／アセスメントの必要性や対応方針の見直しにつ

いて検討 

【虐待が解消していない場合】 
・アセスメント、支援計画再検討 

・状況に応じて個別ケース会議開催 

・対応方針に沿った対応の実施 

【高齢者が安心して生活を送るための環境の整備状況の確認】 
・虐待対応として取り組む必要性についての確認 

【虐待対応以外の支援必要】 
・権利擁護対応（虐待対応除く） 

・包括的・継続的ケアマネジメント支援 

関係機関への引継ぎ 

【虐待が解消された場合】 

【虐待対応として取り組む必要

がなくなった場合】 

【虐待対応の終結】 
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頁 

【モニタリング】 

【高齢者が安心して生活を送る 

ための環境の整備状況の確認】 

 

【コアメンバー会議】又は

【個別ケース会議】 
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